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この 2群間の比較検定は重要なので演習をおこなっておきましょう。 

 

演習（演習 6.txt） 

ある中学のクラスについて英語・数学・国語の試験結果を調べた。 

１．性別  １）男子   ２）女子 

２．英語点数 

３．数学点数 

４．国語点数 

演習 6.txtのデータを College Analysisに読み込んで集計し、各科目の平均または中央値に差

があるかどうか検定せよ。特に正規性が判定困難な場合、一般の分布の検定を行って判定

を下すこと。 

 

１）男女の人数を求める。 

  男子［    ］人 女子［    ］人 

２）英語、数学、国語の平均と中央値を求める。 

 英語 数学 国語 

平均    

中央値    

３）英語、数学、国語の標準偏差を求める。 

 英語 数学 国語 

標準偏差    

４）最も成績の良かった科目は何か。  ［英語・数学・国語］ 

  最も点数のばらつきの大きかった科目は何か。 ［英語・数学・国語］ 

５）それぞれ科目間の相関係数はいくらか。 

   英語と数学  ［     ］ 

   数学と国語  ［     ］ 

   国語と英語  ［     ］ 

   これらの科目間には関係があると思うか。 ［ある・ない］と思う。 

６）英語と数学の平均（中央値）に差があるか、（対応がないとして）有意水準 5%で判定

せよ。 

検定名［          ］ 確率［     ］ 

判定 科目間に差があると［いえる・いえない］。 

７）数学と国語の平均（中央値）に差があるか、（対応がないとして）有意水準 5%で判定

せよ。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 判定 科目間に差があると［いえる・いえない］。 
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８）国語と英語の平均（中央値）に差があるか、（対応がないとして）有意水準 5%で判定

せよ。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 判定 科目間に差があると［いえる・いえない］。 

９）英語、数学、国語の平均について男女別に求める。 

 英語 数学 国語 

男子    

女子    

10）英語、数学、国語の中央値について男女別に求める。 

 英語 数学 国語 

男子    

女子    

11）男女別の英語の平均（中央値）に差があるか、有意水準 5%で判定する。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 判定 男女差があると［いえる・いえない］。 

12）男女別の数学の平均（中央値）に差があるか、有意水準 5%で判定する。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 判定 男女差があると［いえる・いえない］。 

13）男女別の国語の平均（中央値）に差があるか、有意水準 5%で判定する。 

 検定名［          ］ 確率［     ］ 

 判定 男女差があると［いえる・いえない］。 

14）対応のない２群間の量的データの比較の検定手法で、最も一般的に使えるのは

［        ］検定で、逆に最も制約が多いのは［        ］検定で

ある。しかし［     ］や等［     ］などの制約が満たされるとき、後者

は最も２群間の差を見つけ［やすい・にくい］検定となる。 

 

演習解答（演習 6.txt） 

１）男子［ 20 ］人 女子［ 22 ］人  質的集計、先頭列 

２）英語、数学、国語の平均と中央値を求める。 量的集計、群別 

 英語 数学 国語 

平均 61.452 58.333 62.024 

中央値 57.5 57.5 63 

３）英語、数学、国語の標準偏差を求める。  量的集計、群別 

 英語 数学 国語 

標準偏差 16.117 9.815 13.026 

４）最も成績の良かった科目は何か。  ［英語・数学・国語］ 

  最も点数のばらつきの大きかった科目は何か。 ［英語・数学・国語］ 
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５）それぞれ科目間の相関係数はいくらか。  相関と回帰分析 

   英語と数学  ［ 0.777 ］ 

   数学と国語  ［ 0.741 ］ 

   国語と英語  ［ 0.745 ］ 

   これらの科目間には関係があると思うか。 ［ある・ない］と思う。 

６）英語と数学の平均（中央値）に差があるか（対応なし）。 量的検定、群別 

検定名［ Wilcoxon 順位和検定 ］ 確率［ 0.8334 ］ 

判定 科目間に差があると［いえる・いえない］。 

７）数学と国語の平均（中央値）に差があるか（対応なし）。 量的検定、群別 

 検定名［ Welchのｔ検定 ］ 確率［ 0.1467 ］ 

 判定 科目間に差があると［いえる・いえない］。 

８）国語と英語の平均（中央値）に差があるか。  量的検定、群別 

 検定名［ Wilcoxon 順位和検定 ］ 確率［ 0.7643 ］ 

 判定 科目間に差があると［いえる・いえない］。 

９）英語、数学、国語の平均について男女別に求める。 量的集計、先頭列 

 英語 数学 国語 

男子 54.800 56.300 56.200 

女子 67.500 60.182 67.318 

10）英語、数学、国語の中央値について男女別に求める。 量的集計、先頭列 

 英語 数学 国語 

男子 48.5 54.5 54.5 

女子 73 60.5 70 

11）男女別の英語の平均（中央値）に差があるか。  量的検定、先頭列 

 検定名［ Wilcoxon 順位和検定 ］ 確率［ 0.0189 ］ 

 判定 男女差があると［いえる・いえない］。 

12）男女別の数学の平均（中央値）に差があるか。  量的検定、先頭列 

 検定名［ Welchのｔ検定 ］ 確率［ 0.1956 ］ 

 判定 男女差があると［いえる・いえない］。 

13）男女別の国語の平均（中央値）に差があるか。  量的検定、先頭列 

 検定名［ Wilcoxon 順位和検定 ］ 確率［ 0.0051 ］ 

 判定 男女差があると［いえる・いえない］。 

14）対応のない２群間の量的データの比較の検定手法で、最も一般的に使えるのは

［ Wilcoxon 順位和 ］検定で、逆に最も制約が多いのは［ ｔ ］検定である。しかし

［ 正規性 ］や等［ 分散性 ］などの制約が満たされるとき、後者は最も２群間の差

を見つけ［やすい・にくい］検定となる。 

 

注）量的な検定では正規性によって検定方法を分けますが、14）番の解答がその意図する

ところです。何も情報がなければ、いつでも使える検定を、情報があれば、より良い

検定をつかおうという考え方です。 

 

 


